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Reasons and Emotions of behind Road Blockade:  
Rise of Rubber Farmers’ Movement in Southern Thailand
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Abstract
In August and September 2013 Thai rubber farmers blockaded a main road in Khuan Nong Hong Junction, 
Nakhon Si Thammarat, Southern Thailand, demanding that the government guarantee the price of rubber.  
From there the movement spread to other places in the region.  This article examines the development of 
the movement with special attention to participants’ reasons and affect.  Interviews with farmers who 
initiated or participated in the movement revealed multiple reasons for their involvement, ranging from 
events that took place during the course of the movement to the insincere attitude of the government.  
An observation of the blockade revealed that participants’ gestures and expressions reflected emotions 
that coalesced in the form of physical anger, which finally led to the blockade.  The government’s 
misunderstanding of the role of emotion complicated the situation.
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の価格保証政策が取られている［Walker 2012: 49–56; 小林 2012］。ゴムはまだ国際的な競争力
を持つとされてきたが，それでも，後述のように，1990年代には価格維持のための政府による
図 1　世帯平均所得（月額）の推移：南部と全国


















































という感覚が社会に充満すると運動が発生するとされてきた［曽良中 1996; Davies 1962］。タ
イのゴム農民による運動はこの図式に当てはまる。しかし，農民たちが具体的に何にどう不安
を感じ，何をきっかけに運動を起こし，あるいは参加したのかは説明されない。このほか，運








































































































































らである。要求項目の中心は，ゴムが 1 kg（生ゴム板）あたり 120バーツ（当時のレートで 1
バーツはおよそ 3円），アブラヤシ果房が 1 kgあたり 6バーツの価格を保証することであった
（最初，チャイヤーの掲げた要求はゴム 1 kgあたり 90バーツだったが，その後の集会参加者の
話し合いで 120バーツになった）。15日以内に政府の回答を求め，合意に至らなければさらに
規模を拡大する，と予告した。この，初回の道路封鎖は，解除された後に，いくつかの新聞が
小さく報じている［Matichon 2013年 8月 5日；Khao sot 2013年 8月 5日］。4）
3.　2回目の封鎖と運動の拡大
政府は，農民らの要求を受け入れなかった。クアンノンホン交差点で 2回目の道路封鎖が始
まったのは 8月 23日だった。この 2回目には，参加者数も増え，大規模なものに発展した。県
知事と警察は，同日，強制排除を試みた。集会参加者からは逮捕者も出た。5）チャイヤーは言
及しなかった（知らなかった可能性が高い）が，この頃，南部だけでなく，全国のゴム農民グ
ループの連合が 9月 3日に一斉に道路封鎖を行う計画を立てていた。この連合のリーダーの 1
人は，「ナコンシータマラートの農民たちは焦って道路封鎖をした」とコメントした［Krungthep 










4) この要求項目について，『マティチョン』（Matichon）紙は 1 kgあたり 100バーツと報じているが，現
地で確認したところ 120バーツということだった。





チュムポン県，パッタルン県で各 1カ所ずつ，である［Krungthep thurakit 2013年 9月 4日；















ム・チャット・ルック』紙［Khom chat luek 2013年 8月 27日］は，26日にスポン・アットター
ウォン首相副書記官（rong lekhathikan nayok ratamontri）がクアンノンホン交差点の農民グルー
プのリーダーと交渉したことを報じる。リーダーの一部が 1 kgあたり 80バーツの条件で合意




2013年 9月 5日；Bangkok Post 2013年 9月 5日］。翌 5日には，キティラット副首相，プラチャー
副首相らがナコンシータマラートに赴き，イアットらと交渉し合意に達した。『コム・チャッ
ト・ルック』紙［Khom chat luek 2013年 9月 7日］によれば，そこで，農民たちは，政府が示
6) 報道などでは，農民グループのリーダーは，一律に kaen nam kasetrakon（「農民リーダー」の意）と呼
ばれるが，地元の農民たちは，外から来た，プロ的な運動家のことを「政治家」（nak kan mueang）と





した 1 kgあたり 90バーツの条件で合意できる，と答えたため，イアットらは政府と合意，道







チャイヤーらによれば，クアンノンホン交差点の封鎖は 9月 8日まで続いたという。政府は 9
月 9日に，ゴム農民に対する支援策として 1人最大 25ライまで，1ライあたり 2,520バーツの
補助金を支払うことを決定した。新聞報道によれば，9月 10日に国家天然ゴム政策委員会で決


































































































































































タイ政府のゴムの農業部門に関する行政は，農業・協同組合省（krasuang kaset lae sahakon）
の農業局（krom wicha kan kaset），特にその部局のゴム研究所（sathaban wichai yang），農業経
済事務所（samnak ngan sethakit kan kaset），および，公企業体のゴム基金事務所（samnak ngan 







要な役割を担っている。ゴム栽培の振興も，農業・協同組合省農業振興局（krom songsoem kan 






政府によるゴムの買い取りは 1992年以降，断続的に行われ［Matichon 2002年 3月 22日］，
ゴム市場価格が大幅に上昇し始めた 2003年以降でも，リーマンショック後の 2009年や，ピー
ク時より幾分，価格が下がり始めた2012年から13年にかけて買い取りが行われている［Matichon 
2009年 3月 24日，7 月 16日，2012年 1月 19日，2013年 3月 28日］。価格下落対策を求める農
民の集会に応じて介入を行うことも少なくなかった。新聞紙上で確認できる範囲では，1997年
4月と 2012年 1月には，道路封鎖にまで発展している［Krungthep thurakit 1997年 5月 1日；




Phuchatkan raiwan 2012年 1月 11日］。それ以外にも，実行はされなかったものの，農民団体



































認された）［Khao sot 1997年 5月 8日］。巨額の予算を投入することが難しいのは，買い取った
ゴムを売却する際に赤字となるリスクがあるためである。実際に，1993年から 1994年にかけ
ての市場介入では 20億バーツの損失が出たという［Phuchatkan sutsapda 1997年 2月 24日］。
2002年には，民主党所属の国会議員が，アナン政権（1991年から 1992年）以来の市場介入で
総額 200億バーツの予算が使われ，30億バーツから 40億バーツの損失を出していると指摘し




取ることを約束して収束した）［Krungthep thurakit 1999年 8月 10日］。
また，介入のお金が農民に行き渡っていないという点についても，例えば，1997年には，民
主党のチュリン・ラクサナウィシットが国会で指摘している［Phuchatkan raiwan 1997年 5月
8日］。また，2001年，2009年には，「タイ・ゴム農民連合」（samaphan chao suan yang haeng 
prathet thai）の代表ウタイ・ソンラックサップが「（介入は）10％くらいの人にしか役に立って
いない」［Krungthep thurakit 2001年 12月 13日］，「参加条件が複雑すぎて，（介入）プロジェク
トへの参加者がとても少ない」［Krungthep thurakit 2009年 3月 24日］と発言している。
政府は，こうした問題を解決するべく，介入の方法を修正してきた。例えば，1997年には，
市場でゴムを買うのではなく，ゴム基金事務所を窓口に，直接，農民が持ち込んだゴムを買い
取るようにした［Phuchatkan raiwan 1997年 5月 8日；Matichon 1997年 5月 8日］。さらに，1999
年には，協同組合や農民組織（sathaban kasetkon）に信用供与して買い取らせるようにした
［Phuchatkan raiwan 1999年 4月 22日］。しかし，うまくいかなかった。国際市場の動きに抗す
るような介入には効果がなかった。介入にも関わらず価格が下がり続けているという指摘も
度々，されている［Watachak 1997年 11月 24日；Phuchatkan sutsapda 1999年 8月 23日；Krungthep 
thurakit 2001年 12月 13日；Than sethakit 2012年 8月 19日］。
タイ・ゴム農民連合のウタイは，2001年の時点で，ゴムの価格下落対策として，市場介入で
はなく，原価を減らすための支援などに切り替えたほうがよいと発言している。また，「タイ・
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